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役場からのお知らせ

01 南会津町人事行政運営の状況を公表します南会津町人事行政運営の状況を公表します
　「南会津町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免・給与状況、勤務条件などを
公表します。

 1  職員の任免および職員数に関する状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年４月１日現在）

▶ 部門別職員数　　　　　　　　　　　　 

部　門 職員数 増　減令和３年度 令和４年度

一　般
行政職

議　　会   ３人 ３人 ー
総　　務   58人 58人 ー
税　　務   13人 12人 ▲１人
民　　生   32人 33人 １人
衛　　生   23人 18人 ▲５人
農林水産   30人 28人 ▲２人
商　　工   17人 17人 ー
土　　木   19人 17人 ▲２人
小　　計 195人 186人 ▲９人

特　別
行政職

教　　育   32人 31人 ▲１人
小　　計   32人 31人 ▲１人

公　営
企業等

水　　道   ４人 ８人 4人
下　水　道   ２人 ４人 2人
そ　の　他   ９人 ９人 ー
小　　計   15人 21人 6人

合　計 242人 238人 ▲４人
 ※国の定員管理調査に基づく職員数を記載しています。     
　 「その他」に該当する職員は、国民健康保険・介護保険・
　 後期高齢者医療保険各事業に従事する職員です。

▶ 採用・退職職員数

職　種 採用職員数
（令和４年４月１日）

退職職員数
（令和３年度） 増　減

一般行政職 ９人 ９人 ー
保　育　士 １人 １人 ー
保　健　師 ０人 ２人 ▲２人
技　　　師 ー ー ー
技能労務職 ０人 １人 ▲１人

合　計 10人 13人 ▲３人

▶ 一般行政職の級別職員数
階　級 主な役職 職員数 構成比
１　級 主事   30人 16.8％
２　級 副主査   24人 13.4％
３　級 係長 、 主査   69人 38.5％
４　級 課長補佐 、 主任主査   30人 16.8％
５　級 課長 、 主幹 、 事務局長   21人 11.7％
６　級 参事 、 支所長 、 課長   ５人  2.8％
合　計 179人 100％

 ※町の給与条例に基づく職員数を記載しています。

▶ 職員人件費（令和３年度一般会計決算）　　　　　
住民基本台帳人口 歳出総額（Ａ） うち人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）

14,317人 138億6,795万8千円 21億5,389万5千円 15.5％
※人件費には、特別職に支給される給与と報酬を含みます。

▶ 職員給与費（令和３年度一般会計決算）

職員数（Ａ） 給与費 １人あたりの給与費
（Ｂ/Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 合計額（Ｂ）

227人 ７億6,927万9千円 １億4,085万5千円 ３億315万円3千円 12億1,328万7千円 534万円5千円
※部門別職員数の一般行政職・特別行政職の合計を記載しています。職員手当には、退職手当・児童手当を含みません。

▶ 一般行政職の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 302,554円 378,648円 42.3歳
※平均給与月額は、国の給与実態調査に基づき、給料と職員手当の合計額から平均月額を算出したものです。

▶ 一般行政職の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額
区　分 学　歴 初任給 ３年以上５年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職 大学卒 186,500円 211,900円 282,000円 315,600円 345,200円
高校卒 153,900円 171,700円 244,200円 281,200円 317,200円

 2  職員の給与に関する状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年４月１日現在）

▶ 職員手当
手当の内容 町職員 国家公務員
期末・勤勉 期　末 勤　勉 期　末 勤　勉
年２回支給 年間2.35月分 年間1.9月分 年間2.4月分 年間1.9月分

退　職 自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

同左勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

手当の内容 金　額
特殊勤務     5,000円/回

時間外勤務 38万5千円/人（令和３年度実績）

扶　養 配偶者・父母等   6,500円/月
子 10,000円/月

住　居 25万9千円/人（令和３年度実績）
通　勤     14万9円/人（令和３年度実績）
管理職 38万9千円/人（令和３年度実績）

▶ 三役
役　職 給料月額 期末手当
町　長 795,000円

年間3.2月分副町長 636,000円
教育長 596,000円

▶ 議会
役　職 報酬月額 期末手当
議　長 324,000円

年間3.2月分副議長 253,000円
常任委員長 238,000円

議　員 230,000円

▶ 職員の勤務時間と有給休暇の取得状況　　　　（有給休暇平均取得日数は、令和３年１月１日から令和３年12月31日まで）
勤務時間（１週間） 勤務時間（１日） 休憩時間 有給休暇平均取得日数

38時間45分 ７時間45分（午前８時30分～午後５時15分） 正午～午後１時 12.8日（消化率33.4％）

▶ 休暇制度

種　類 年　次 主な特別休暇
結　婚 産前産後 妻の出産 ボランティア 子の看護 忌　引 夏　季

日　数 20日 ７日以内 産前８週
産後８週 ２日以内 ５日以内 ５日以内

（１人あたり）
１～10日

（続柄による） ５日以内

▶ 服務状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和３年度）
営利企業等従事許可 他の団体への専従事務 職務専念義務免除（健診受診・免許更新など）

なし なし 200件

▶ 研修会の開催　　　　　　　　　　　　（令和３年度）
件　数 参加職員数
24件 95人

▶ 人事評価実施状況　　　　　　　　　　（令和３年度）
対象職員数 実施済 未実施

240人 224人（93.4％） 16人（6.6％）
※ 未実施の理由は、育児休業や病気休暇など

▶ 健康増進対策　　　　　　　　　　　　（令和３年度）
種　類 受診職員数

生活習慣病健診 173人
人間ドック   49人

その他の検診   70人

▶ 分限処分者数、懲戒処分者数　　　　　（令和３年度）
分限処分者 懲戒処分者

免職 休職 降任 降格 合計 免職 停職 減給 戒告 合計
ー ２人 ー ー ２人 ー ー ー ー ー

▶ その他　　　　　　　　　　　　　　　（令和３年度）
　勤務条件に関する措置の要求 なし
　不利益処分に関する不服申し立て なし
　公務災害の発生 なし

 3  特別職の報酬等に関する状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年４月１日現在）

 4  職員の勤務時間、勤務条件、服務に関する状況

 5  職員の研修、勤務成績の評定に関する状況

 6  職員の福祉と利益の保護に関する状況

 7  職員の分限、懲戒処分に関する状況

 8  その他の状況

　　　　　【問合せ】
総務課  総務係　電話  0241-62-6100

▶ 職員の休暇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和３年度）
育児休業取得職員 介護休暇取得職員

11人（男性１人を含む） なし

  informationinformation
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町
消
防
団
長
表
彰

　
▼
15
年
間
無
火
災

　
　

第
1
支
団
第
2
分
団
第
4
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
井
沢
）

　
▼
10
年
間
無
火
災

　
　

第
1
支
団
第
3
分
団
第
1
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
荒
井
）

　
　

第
2
支
団
第
3
分
団
第
8
部

　
　
　
　
　
（
界
・
虻
の
宮
・
小
野
島
）

　
▼
５
年
間
無
火
災

　
　

第
1
支
団
第
2
分
団
第
3
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
米
沢
）

　
　

第
2
支
団
第
1
分
団
第
7
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
杖
原
）

　
　

第
2
支
団
第
3
分
団
第
3
部

　
　
　
（
上
山
口
・
中
山
口
・
下
山
口
）

執行委員長を務めた
　　　　　  星慶一団長

中町地内から御蔵入交流館までの分列行進の様子
検閲式では総指揮者を務めた
　　　　　　　  平野睦夫副団長

第１支団秋季非常招集訓練

　10 月９日、それぞれの会場で標記訓練が行われ、団員相互が連携
して的確かつ迅速な訓練が行われました。

栗生沢地区 滝原地区塩江地区
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役場からのお知らせ

  

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

  
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
に
つ
い
て
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町
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
へ
の
緊
急
支
援
と
し
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
へ
給
付
金
を
支
給
い

た
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
給
付
内
容

や
確
認
事
項
が
記
載
さ
れ
た
確
認
書
が

届
き
ま
す
の
で
、お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
対
象
世
帯
】

　

令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
で
、
南
会

津
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員

の
令
和
４
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
で
あ
る
こ
と
。

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

　

養
親
族
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
方

　

だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対

　

象
外
で
す
。

※
住
民
税
が
課
税
と
な
る
所
得
が
あ
る

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
申
告
に
よ
り

　

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
方
が
い
る
世

　

帯
は
対
象
外
で
す
。

【
支
給
額
】

　

１
世
帯
５
万
円

【
支
給
手
続
き
】

　

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
町
か
ら
確
認

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
い
た
だ
き
町
に
提
出（
返
送
）

し
て
く
だ
さ
い
。

  

デ
ジ
タ
ル
絵
本
貸
出
開
始

デ
ジ
タ
ル
絵
本
貸
出
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ
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「
コ
ロ
ナ
禍
で
図
書
館
に
行
け
な
い

子
ど
も
た
ち
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
自
宅
療
養
と
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
」
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
。

　

ま
た
、「
読
書
離
れ
が
顕
著
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
」
に
読
書
に
触
れ
て
も
ら

う
機
会
の
創
出
や
「
読
む
こ
と
が
苦
手

な
子
ど
も
た
ち
」
へ
の
学
習
す
る
機
会

の
創
出
を
目
的
に
、
デ
ジ
タ
ル
絵
本
の

貸
出
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
デ
ジ
タ
ル
絵
本
に
つ
い
て
】

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
見
る
こ
と
の
で

き
る
音
声
付
の
絵
本
の
こ
と
。
ペ
ー
ジ

を
め
く
る
よ
う
に
画
面
を
切
り
替
え
て

読
ん
だ
り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
た

り
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
貸
出
期
間
】

　

最
大
14
日
間

【
貸
出
料
金
】

　

無
料

【
貸
出
品
】

　

➊
デ
ジ
タ
ル
絵
本
１
台

　
　
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）

　

➋
充
電
器

利用方法

　本庁健康福祉課又は各総合支所町民課にお申込
みください。

  【申込み・問合せ】
　　税務課　町税係　　電話 0241-62-6110

確認書類送付時期

 　令和 4 年 12 月上旬を予定しています。
 ※その他、内容につきましては内容が決
 　まり次第お知らせします。

 【申込み・問合せ】
  健康福祉課  子育て支援係  電話  0241-62-6170
  舘岩総合支所  町民課  住民係　電話  0241-78-3325
  伊南総合支所  町民課  住民係　電話  0241-76-7713
  南郷総合支所  町民課  住民係　電話  0241-72-2224

 くらしの
 　 情報

ダウンロードは
コチラ

　県では「福島県環境アプリ」を運用
しています。マイバックの活用など、
日々エコアクションを実践すること
でポイントがたまり、県産品やエコ
グッズが当たる抽選に参加すること
ができます。
　また、居住地の「ごみ分別辞典」や

「ごみ収集カレンダー」を確認できる
便利な機能も有しています。
　この機会にアプリをダウンロード
し、エコライフを実践しませんか。

問合せ　福島県一般廃棄物課
電　話　024-521-7249

福島県環境アプリを
ご活用ください

　福島県最低賃金が、令和４年10月
６日（木）から改定されました。
　最低賃金制度は、常用・臨時・パート
タイマー・アルバイトなどの働き方や
年齢などにかかわらず、県内すべての
労働者に適用されます。
　使用者は、労働者に最低賃金額以上
の賃金を支払わなければなりません。

　　福島県最低賃金額
　　　　  858円（30円引き上げ）　

問合せ　福島労働局　賃金室
電　話　024-536-4604

福島県最低賃金が
改定されました

最低賃金制度
特設サイト

　自筆証書遺言書保管制度は、作成され
た遺言書を法務局が保管する制度です。
　当制度の説明会を福島地方法務局各
支局で開催しますので、ご利用ください。
参加は無料ですが、事前予約が必要です。
なお、田島出張所での開催はありません
ので、ご注意ください。

開催日　11月25日（金）、12月23日（金）
　　　　 １月24日（火）、２月20日（月）
時　間　午前10時～午前11時
会　場　会津若松支局や白河市局など
　　　　県内福島地方法務局各支局
申込み　福島地方法務局  供託課
電　話　024-534-1971

自筆証書遺言書保管制度
説明会を開催します

法務省
制度紹介ページ

　財務省福島財務事務所では、借金に
お悩みの方へアドバイスを行い、場合
によって弁護士などの専門家に引継ぎ
を行う無料相談会を開催します。一人
で悩まず、お気軽にご相談ください。
　相談を希望される方は、事前予約が
必要です。お早めにお申し込みください。

開催日　12月20日（火）
時　間　午後１時～午後４時
会　場　会津地方振興局
　　　　１階　会議室
　　　  （会津若松市追手町7-5）
申込み　福島財務事務所　理財課　
電　話　024-533-0064

借金の無料相談会を
開催します

財務省
福島財務事務所

南会津町消費生活相談窓口
の設置について

　町では、消費生活に関する悩みや
相談を受付ける窓口を設置しました。
　高齢者などの詐欺被害が増加して
いる中で、消費生活に関する悩みを
身近なところで安心して相談できる
ようにしたものです。
　専門の相談員を１名配置し、多様
化する消費者トラブルの解決に向け
た助言や指導などを行います。
　ぜひご活用ください。

電　　話　0241-62-5054
受付時間　午前９時～午後４時
　　　　　月～金（祝祭日を除く）
そ　の　他　秘密は厳守します　　　
問合せ　住民生活課　消防交通係

「うちのSDGs」を募集します

　「生ごみ小さく切ったり潰して出す」
「生ごみは水を切るか乾燥させごみに
出す」「Tシャツ等古着を小さく切り、
台所で油の処理や拭き掃除に使う」
など皆さんが行っているSDGsを募集
します。皆さんの小さな行動が地球を
守ります。家庭や仕事場、畑等で実施
しているあなたのSDGsを教えてくだ
さい。

申込み　環境水道課 環境衛生係　
電　話　0241-62-6140


